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オリックス･ゴルフ･マネジメント合同会社（本社：東京都目黒区、社長：小池 正昭、以

下「OGM」）は、富士 OGM ゴルフクラブ小野コース（兵庫県小野市、以下「小野コース」）

においてエネルギー使用量（CO2 排出量）の削減工事を実施しますのでお知らせします。 
 
OGM は、排出される CO2 を 2013 年 3 月までの 3 年間で 100 万 kg-CO2 削減すること

や、全コースから採取される刈芝の 50％以上の堆肥化など、低炭素社会・循環型社会への

貢献を目指す「GOLF de ECO プロジェクト」を推進しています。このたび、小野コースに

おいて、平成 22 年度国土交通省「建築物省エネ改修緊急支援事業」の採択を受け、クラブ

ハウスの空調設備、給湯設備および駆体断熱の改修工事を実施します。 
 
① 空調設備：パッケージエアコンの更新（室外機 21 系統、室内機計 64 台） 
       設備用パッケージエアコンの更新（室外機 2 系統、室外機計 2 台） 
② 給湯設備：エコキュートの新設（業務用エコキュート 12 台） 
③ 駆体断熱：遮断フイルム貼り、断熱工事（押出法ポリスチレンフォーム保温板貼り、 

発泡ウレタン吹き付け） 
 
 これらの施策により、小野コースの前年度の総エネルギー使用量に対して、空調設備の

更新で約 9％（約 11.1 万 kg-CO2）、給湯設備の更新で約 2％（約 12.9 万 kg-CO2）、合計で

約 11％（約 24 万 kg-CO2）のエネルギー使用量（年間 CO2 排出量）の削減を図ります。 
 
また、上記の採択を受けて実施する工事のほかに、今秋までにクラブハウスの照明器具

約 1,000 本を LED 照明に変更し、さらに約 4％（約 3.5 万 kg-CO2）のエネルギー使用量

（年間 CO2 排出量）の削減を行う予定です。なお、当 LED 照明の導入により、照明に使

用している年間電力量の約 50％の削減が図れます。 
 
これらの施策により、合計で約 15％（約 27.5 万 kg-CO2）のエネルギー使用量（年間 CO2

排出量）を削減します。 
 

OGM は、今後とも、｢先進｣「安定」「満足」の企業理念のもと、「 1 日を、大切にする

ゴルフ場へ。」をサービスブランドに掲げ、さらなるサービス向上に努め、ゴルファーの皆

さまからより一層愛されるゴルフ場を目指してまいります。 
 

以 上 
 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
       広報担当：古田（コダ）・久松・米川 TEL：03-5487-0562 

ホームページ：http://www.orix-golf.jp 

運営するゴルフ場でエネルギー（CO2 排出量）削減工事を実施 
～ 富士 OGM ゴルフクラブ小野コースで「GOLF de ECO プロジェクト」を推進 ～ 



 
 
【導入予定設備】 

    
パッケージエアコン          業務用エコキュート 

 
 

【OGM 運営 42 施設（40 ゴルフ場・2 練習場）】 

 
 


